留置所、拘置所での一日　（水野）
　
　留置所での標準的な一日

７時　起床　洗面、掃除、点呼

８時　朝食
１２時　昼食

１３時　運動
１８時　夕食、自由時間

２１時　消灯、就寝

（面会時間は９時～18時の間で20分）
　例　東京拘置所（1970年代）被疑者はピース缶事件容疑で逮捕された。
※ピース缶事件とは、1969年にアメリカ文化センターにピース缶爆弾が置かれていたというもので爆弾は不発だった。

７時（日曜祭日は7時30分）　起床、掃除

7時20分　点検。そして食事
8時30分過ぎ　入浴か運動

11時過ぎ　昼食

11時50分から13時　昼寝

16時　夕食

16時50分　点検

17時　仮就寝

21時　就寝

私見

　
留置所、拘置所では、処罰として作業はさせられないものの、やることがなくほとんど睡眠に充てられたことがわかる。これでは有罪かどうかで日々、不安な中、おちおちと寝ることもできないであろうと思われる。
・増淵利行『ドキュメント　東京拘置所』（1984年）日本評論社　82～95ｐ

・刑事事件弁護士のＨＰhttp://www.keijijiken-bengoshi.com/yougo/ryuutijyou-1.html
�上記の日程は、どういう人の例なんですか？





